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広島湾再生ロゴマークの決定広島湾再生ロゴマークの決定

広島湾再生シンポジウム（2/27）の

ロゴマーク発表式で選定作品を発表

今後、広島湾再生に関連する取り組み、会議・広報活動や今後、広島湾再生に関連する取り組み、会議・広報活動や
パンフレット、チラシなど、様々な場面でロゴマークを使用パンフレット、チラシなど、様々な場面でロゴマークを使用

広島湾再生ロゴマーク広島湾再生ロゴマーク

募集期間：平成１９年１０月２６日～平成２０年１月１０日
募集方法：中国地方整備局ホームページ、月刊「公募ガ
イド１２月号」への掲載（全国より１５６作品の応募）

広島湾をイメージしたロゴマークの募集
（一般を対象に全国から募集）

作成意図： 広島湾の頭文字「ひ」をモチーフに、青く美しい海の波や泳ぎ回る魚の姿、喜ぶみんなの元気な笑顔や、再生への取り組
みの力強さを描いた作品
作者からのメッセージ（新潟県 信貴 正明様）：
この作品はこの広島湾再生への取り組みをみんなに広く知ってもらい、親しんでもらえるよう明るく、たのしく、元気なイメージで仕上

げたものです。この作品が旗印となって広島湾の環境が美しく再生していくことを心から願っております。



広島湾再生シンポジウムの開催広島湾再生シンポジウムの開催

シンポジウムの開催概要

広島湾のかきまつりとの連携広島湾のかきまつりとの連携

かきまつり(１月～２月）の会場
で、広島湾のかきまつりマップと
シンポジウム案内チラシを配布

開催日時開催日時 平成２０年２月２７日（水）１４：００～１７：００
開催場所開催場所 広島ＹＭＣＡホール（入場無料）
プログラムプログラム
１．基調報告・・・「広島湾再生行動計画」について
藤田 武彦氏（国土交通省中国地方整備局長）

２．広島湾再生ロゴマーク発表式
３．トークセッション

コーディネーターコーディネーター
岡田 光正氏 （広島大学大学院工学研究科教授／広島湾再生推

進会議アドバイザー）
プレゼンタープレゼンター
川崎 健 氏（地御前漁業協同組合）
中村 成朗氏（広島湾ﾍﾞｲｴﾘｱ・海生都市圏研究協議会運営委員長）
原田 優子氏（学校法人原田学園広島酔心調理師専門学校校長）
平田 靖 氏（広島県立総合技術研究所水産海洋技術センター

副主任研究員）
山田 知子氏（比治山大学現代文化学部地域文化政策学科准教授）

基調報告
（中国地方整備局

藤田局長）

トークセッション第１部
（プレゼンターによる
事例紹介）

トークセッション第２部（意見交換）

当日は約３００人が参加当日は約３００人が参加



新聞報道状況（広島湾再生シンポジウム）新聞報道状況（広島湾再生シンポジウム）

（平成２０年２月２８日（平成２０年２月２８日 中国新聞中国新聞 朝刊）朝刊） （平成２０年３月６日（平成２０年３月６日 毎日新聞）毎日新聞）



広報活動の実施広報活動の実施
第２０回みる・きく・ふれる国土建設フェア２００７での

広島湾再生ブースの出展
開催概要

開催日： 平成１９年１１月３０日～１２月１日
場 所： 広島グリーンアリーナ
来場者： ２日間で延べ１３，０００人



広報活動の実施広報活動の実施
広島湾再生行動計画パンフレットの作成・配布

シンポジウムや各種の広報活動等で配布シンポジウムや各種の広報活動等で配布


